






























えに時代感情を知るための格好の対象であるが、しかしその解読は必ずしもやさしくはない」として、服飾史の魅力と同時に、そのむつかしさを率直に吐露している。たしかに衣食住というわれわれの日常生活に密接にかかわるテーマは親しみやすいテーマであるが、そ 歴史を「叙述す 」となると、あまりに身近な であるがゆえに、 えって種々の困難をともなうことは容易に察しがつく。　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
本書は次の四つの章から成っている。第一章 　身体の誇張、第二章 　色彩感情と文様の意想、第三章 　異国趣味とレ
トロ趣味、第四章 ジェンダー、下着、子ども服。さらに各章は四ないし五つの節から構成されている。著者に倣っていえば、第一 ・二章では衣服のかたちや装飾、色や模様、あるいは着装のありかたなど 主に衣服の形象の側面から、第三 ・四章では異文化接触、異国・懐古趣味、ジェンダー、子どもなどをめぐる社会事象の側面から、それぞれ衣服が放つ多様なメッセージが語られている。
以下、興味深い事例を二 ・ 三拾いあげなが 、全体を通じてみられる特徴を述べ、本書の紹介に代えたい。なによりも本書を手にした読者は、まず豊富な図版の数々に目を奪われるであろう。本書を読みすすめていくと、掲





































家の地位におしあげたルネサンスの時代に、黒はプラスの付加価値 付与されるのである。黒が憂愁に満ちた色であるという点は前世紀と変わりないが、そこに芸術家や知識人の才能を重ね たと う意味で、一六世紀は新しい黒のイメージが「発見」された時代だった。
そして、一六世紀の黒にさらなる意味を付与したのがプロテスタントの宗教思想であった。教会からいっさいの装飾




二章二、資本主義社会の黒服で説明がなされているが、著者も述べているように、一方で一九世紀は、働く男性と家庭を守る女性という性による役割分担が最もきわだった時代であった。 「ここに、男の勤労を示す黒服に対して貞淑な妻たるものの白いドレスという、もう一つの色彩対比が生まれる」 。そして、白いドレスは純潔の証し ある白いウェディング・ドレスへと集約されていく色のシンボルを生み出すことになったのである。
ところで、ファッションは繰り返す。その好例ともいえるものが本書の第三章、異国趣味とレトロ趣味にみいだせる。




画のみならず、建築、彫刻、工芸などさまざまな分野で均整・調和・簡素を旨とする古典古代の美意識が再評価されたが、そ きっかけとなったのがナポリ郊外にある古 ローマ遺跡のヘルクラネウムやポンペイの発掘であったこと よく知られていよう。ドイツの美術史家ヨハン ・ ヨアヒム ・ ヴィンケルマンが『ギリシア芸術模倣論』 （一七五五年）や『代美術史』 （一七六四年）を著して古代 術を讃美し、大きな反響を呼んだのもこ 頃 あ 。
こうした古代礼讃ブームはファッションの領域にも及び 一九世紀初めのナポレオン帝政時代にはシュミーズ・ドレ









































いる。コンパクトな啓蒙書とはいえ、内容は多岐 わたっており、教科書風の「通史」では決してお目にかかれない史実がふんだんにもり込まれている。そ だけに、紹介者 ように にう 初学者にとっては学ぶべき点が多かった。一読をすすめる所以である。＊
 著者の徳井淑子氏は現在、お茶の水女子大学人間 創成科学研究科教授。専攻はフランス服飾・文化史 、著書に『服飾の歴史』 （勁草書房、一九九五年） 、 『中世衣生活誌』 （編訳、勁草書房、二〇〇〇年） 、 『色で読む中世ヨーロッパ』（講談社、二〇〇六年） 、共著に『カラー版世界服飾史』 （美術出版社、一九九八年） 『中世ヨーロッパを生きる』 （東京大学出版会、二〇〇四年） 、 『色彩の紋章』 （訳・解説、悠書館、二〇〇九年）などがある。
